
平成 28年度公立高等学校卒業者の進路状況について 

教学指導課 

１ 概要について 

（１）四年制大学への進学について 

○国公立大と私立大を合わせた四年制大学への進学者数は 5,741人で、 

昨年度より 288人減少。進学率は 36.9％（昨年度は 38.7％）。 

  ○短期大学への進学者数は 1,322人で、昨年度より 65人増加。 

○専修学校等への進学者は 4,886人で、昨年度より 176人増加。 

  ○就職者数は 3,178人で、昨年度より 58人増加。 

（２）進学努力継続者・「家居等」について 

  ○進学努力継続者は 1,492人で、昨年度より 155人増加。ここ３年間で最

も多い人数となった。 

○「家居等」は 426名で、昨年度より 56名減少。ここ３年間で最も少ない

人数となった。 

（３）県内・県外の進学・就職者の割合について 

○四年制大学の進学者で見ると、県内が 19.1％（昨年度は 19.3％）、県外が

80.9％（昨年度は 80.7％）。 

○四年制・短大・専修学校等を合わせた進学者全体で見ると、県内が 42.2％

（昨年度は 41.1％）、県外が 57.8％（昨年度は 58.9％）。 

○就職者で見ると、県内が 90.7％（昨年度は 91.3％）、県外が 9.3％（昨年

度は 8.7％）。 

○進学者・就職者ともに昨年度とほぼ同様の割合となっている。 

 

２ 今後の対応について 

  ○特に大学進学者数の多い普通科高校において、キャリア教育を一層充実

させ、将来を見据えた進路意識の涵養を図る。 

  ○進路実現に必要な生徒の学力向上及び、教員の指導力向上のための施策

の充実を図る。 

   ○進学努力継続者の進路状況についても調査を実施して状況を把握する。                         




